
サービス管理責任者
・児童発達支援管理責任者

実践研修

オンライン講義事務連絡

福祉のまちづくり研究所 研修センター



演習のご参加にあたって
本研修は厚生労働省の定めた時間数のカリキュ
ラムを受講する必要があり、遅刻・早退・欠席
は認められません。

当日やむを得ない理由で欠席・遅刻の場合、
８：３０～受付終了時間までに研修センターま
で必ず電話連絡してください。

公共交通機関が遅延した場合も同様に電話連絡
してください。

総合リハビリテーションセンター 福祉のまち
づくり研究所にて開催。

受付時間は、当日の８：４５～９：１０まで。



演習のご参加にあたって

感染症予防のため、不織布マスクを持参、会場内で
は着用にご協力をお願いします。

福祉のまちづくり研究所には病院や施設利用者の為
の駐車場しかありません。研修会場には公共交通機
関でお越しください。自動車で研修会場まで来る場
合、近隣の有料駐車場等をご利用下さい。

（駐車場に関しては各自で事前にお調べください）

※無断で駐車されている方を見つけた場合、車を移動
していただきます。



演習日当日の持参物

受講決定通知書（黄色の色紙）

印鑑

事前課題（受講者情報、事前課題１～４、資料１～３）

→資料１～３については、大事だと思う箇所に赤線を入れてご持参

ください

講義動画報告書（１枚）

筆記用具



事前課題について

掲載場所：福祉のまちづくり研究所研修センター

サービス管理責任者・児童発達支援

管理責任者実践研修のページ

提出：演習１日目当日に持参

（お忘れの場合演習が受講できません。）



事前課題1作成の留意点



事前課題２作成の留意点

事前課題２については、
ご自身の実務経験
（OJT）を振り返り
ご記入ください。
平成３０年度以前の
サービス管理責任者等
修了者の方は、サビ児
管として普段の業務の
中での取組みについて
ご記入ください。



事前課題3作成の留意点

整理番号 氏　名

※事業所の利用者の方の事例を記載してください。

本人の暮らしに対するイメージ　※本人の言葉や行動

できるだけ本人の言葉で書く。具体的な表情や態度など事実を記入。支援者の予測や推察は書かない。

令和6年度　サービス管理責任者等実践研修　事前課題「事例検討会報告様式」

事例対象者
Aさん

（全てAさんとします）
性別 年齢 障害種別

家族構成 利用者を取り巻く環境（社会資源）

提出理由（課題と感じているところ）

なぜこのケースを選んだのか？利用者は何に困っており、支援者として何が課題と捉えているのか等。

経過と現状(概要)

ストレングス(強み)

性格・個人的特性 才能・素質

環境のストレングス 興味・関心、向上心



事前課題3作成の留意事項

受講者自身の事業所の利用者様の事例を使用し、

取組んでください。

事例の解決を行う演習ではなく、事例検討会の進め
方や意識・注意するポイント等を学んでいただきま
すので、虐待等緊急性の高い事例や早急に解決が必
要な事例はお控えください。

グループでの演習に使用します。個人情報等に留意
し、差支えのない範囲でご記入ください。



事前課題4作成の留意点



提出方法

事前課題１～4までは各１部ずつ提出。

事前課題１～４すべてコピーを１部ずつ手
元に用意しておく。

ホッチキスで留めず、クリップ留めで提出。

全てA4用紙片面印刷で様式内にまとめるよ
うにしてください。



資料１～３について

演習時に使用

資料１～３を読み込み大事だと思うと
ころに赤線を入れる

演習当日に１部ずつ持参

（提出はなし）



報告書について

掲載場所：福祉のまちづくり研究所研修センター

サービス管理責任者・児童発達支援管理

責任者実践研修のページ

提出：演習１日目当日に持参

 忘れた場合は修了証をお渡しできないことがあります。
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